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上尾伊奈ごみ広域処理施設整備 住民説明会 議事録 

 

日   時 令和８年６月２１日（日）１４：００～１５：２０ 

場   所 中平塚自治会館 

住民参加者 ２４名 

事 務 局 

上尾伊奈資源循環組合 
局長 

施設担当 

上尾市環境政策課 
課長 

環境担当 

上尾市道路河川課 
課長 

道路担当 

伊奈町環境対策課 環境担当 
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１．開会 

 

定刻となりましたので、新たなごみ広域処理施設に関する説明会を

始めさせていただきます。 

本日の司会を務めます上尾伊奈資源循環組合の馬場と申します。宜

しくお願いいたします。 

はじめに、本日の説明会の流れについて説明します。 

まず、組合からあいさつ、職員紹介をさせていただきまして、その

後、新たなごみ広域処理施設について説明をさせていただきます。説

明後には、質疑応答の時間を設けております。 

続いて、本日の配布資料を確認いたします。「新たなごみ広域処理

施設に関する説明会資料」Ａ３版 両面カラーの資料１点でございま

す。お持ちでない方がいらっしゃいましたら、挙手にてお知らせくだ

さい。 

 

２．あいさつ 

 

 それでは、説明会を開会いたします。 

上尾伊奈資源循環組合を代表いたしまして、局長の林田よりご挨拶

申し上げます。 

 

 皆様、こんにちは。上尾伊奈資源循環組合局長の林田でございま

す。 

本日は、お忙しい中、新たなごみ広域処理施設に関する説明会にご

参加いただきありがとうございます。また、日頃より、上尾市、伊奈

町のごみ処理広域化にあたり、ご理解、ご協力を賜り、感謝申し上げ

ます。 
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本日も、中平塚自治会館をお借りして、説明会を開催させていただ

きます。 

さて、当組合は設立から４年目を迎えました。皆様方のご協力のも

と、新たなごみ広域処理施設の令和１５年度稼働に向け、予定通り事

業を進めているところでございます。 

今年度に行う事業といたしましては、環境影響評価の調査結果に基

づいた評価書の作成、こちらは５月に説明会を実施いたしました。そ

のほか、建設予定地の用地取得へ向けた準備、施設整備運営事業者の

選定作業などを行う予定となっております。 

本日の説明会は、前回までは計画案でしたが、本年３月に正式なも

のとなりました「施設整備基本計画」の概要のほか、近隣の皆様方に

関わる内容や、今後のスケジュールについてご説明させていただきま

す。 

説明の後には、お時間を設けますので、ご意見、ご質問などをいた

だければと思っております。短い時間ではありますが、どうぞよろし

くお願いいたします。 

 

３．職員紹介 

 

次に職員紹介を行います。組合、上尾市、伊奈町の順番に自己紹介

形式にて進めさせていただきます。 

 

 改めまして、上尾伊奈資源循環組合局長の林田と申します。よろ

しくお願いします。 

 

みなさんこんにちは。上尾伊奈資源循環組合の吉野と申します。よ

ろしくお願いいたします。 

 

上尾伊奈資源循環組合の井出と申します。よろしくお願いします。 

 

みなさんこんにちは。上尾市環境政策課の鈴木と申します。よろし

くお願いします。 

 

同じく環境政策課の大橋と申します。よろしくお願いいたします。 

 

上尾市道路河川課長の中村と申します。どうぞよろしくお願いいた

します。 

 

上尾市道路河川課の柳田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

同じく小野田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

同じく町田と申します。よろしくお願いいたします。 
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伊奈町環境対策課、池田と申します。よろしくお願いいたします。 

 

改めまして、上尾伊奈資源循環組合の馬場と申します。よろしくお

願いいたします。 

説明に入る前に１点事務連絡がございます。 

本日の説明会の会議録につきましては、後日公開する予定です。 

また、記録として、皆様の後方から写真撮影をさせていただきま

す。ホームページなどに掲載する場合は、お顔など特定できないよう

にいたしますので、あらかじめご了承ください。 

 

４．新たなごみ広域処理施設について 

 

それでは、新たなごみ広域処理施設について、組合吉野よりご説明

いたします。 

 

それでは、「新たなごみ広域処理施設」について説明いたします。 

皆様のお手元の資料と、スクリーンに映写する資料は、基本的に同

じものになりますので、スクリーンが見づらい場合はお手元の資料で

ご確認下さい。 

 

まず、A3 版資料を開いていただき、右上に「おもて」と書かれた

方からご説明します。 

 

お手元資料の上のこれまでの経緯について簡単にご説明します。 

本組合は、上尾市と伊奈町の新たなごみ広域処理施設の整備に向け

て各種事業に取り組んでいます。 

令和５年度には、施設の基本的な方向性を定めた施設整備基本構

想、令和７年度には、より具体的な内容を定めた施設整備基本計画を

策定しました。 

施設整備における４つの基本方針として、「環境にやさしい施設」、 

「安全、安心で、安定した施設」、「地域に貢献し、住民に親しまれる

施設」、「経済性に優れた施設」を掲げ、すべてをバランスよく達成で

きるような施設を目指し、事業を進めています。 

 

続いて、建設予定地についてご説明します。お手元資料は先ほどの

ひとつ下になります。 

建設予定地は、上尾市と伊奈町の市町境の伊奈町側となりまして、

住所は伊奈町大字小室となります。 

周囲の状況は、東側は町道第１０６号線、西側は原市沼川、北側は県

道さいたま菖蒲線にそれぞれ接しており、南側は、整備予定の都市計

画道路上尾伊奈線に接する予定です。 

 

つづいて、お手元資料の左下、施設の概要についてご説明します。 

敷地面積は約 7.55 ヘクタールです。主要建物は、管理棟と工場棟

がありまして、管理棟には、組合事務室の他、見学者を受け入れるた
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めの大会議室や、会議を行うための会議室などがあります。 

工場棟には、可燃物処理施設、不燃・粗大ごみ処理施設、資源物処

理施設、ストックヤードの４種類の処理施設があり、現状では、この

４つの処理施設をひとつの建物に収める予定としております。 

それぞれ括弧書きで処理対象物を記載しています。 

各処理施設の施設規模ですが、両市町の令和 15 年度のごみの将来

推計から算出しております。 

可燃物処理施設は、１日 24 時間稼働で日量 180 トン、不燃・粗大

ごみ処理施設は、1 日 5 時間稼働で日量 27.9 トン、資源物処理施設

は、1日 5時間稼働で日量 44.6トンです。 

次に、可燃ごみの処理方式はストーカ式と言いまして、ストーカと

呼ばれる火格子の上にごみを供給し、火格子の下から空気を吹き込み

ながらごみを燃焼させる方式を採用します。上尾市の西貝塚環境セン

ターにも採用されている方式で、国内での導入数が最も多い安定した

処理方式です。 

受付日と受付時間については、月曜日から金曜日、８時４５分から

１１時３０分、昼休憩をはさみまして、１３時から１６時１５分とし

ております。 

平日が祝日の場合は受付を行うことや、年始は受付を行わないこと

などは、現在の両市町の施設と同じ考え方とする予定です。 

また、伊奈町では、現在、土曜日にも一部収集しておりますが、土

曜日又は日曜日の受付については現在検討しているところであり、後

ほど説明させていただきます。 

 

続いて、周辺環境への対策についてご説明します。お手元の資料は

右上となります。 

新施設の排ガスにつきましては、景観や規制値遵守のバランスを考

慮して煙突高を 59ｍとしたうえで、規制対象であるばいじん等の６

種類について資料に記載の数値を遵守することとしております。 

なお、赤字で記載したものについては、法令よりも厳しい自主基準

値を設定しております。計画施設では、これらの基準を順守すること

により環境影響調査の予測結果から施設が稼働後も大気質の環境保全

目標を下回ることを確認しています。 

施設で使用する水の給水については、周辺に上尾市東部浄水場があ

るなど地下水源を使用する施設もあることから、万が一にもそちらに

影響を及ぼさないよう、地下水は使用せず、上水道単独使用を採用す

ることとしました。 

また、施設で発生する排水については、敷地内に降った雨水は、調

整池に貯留したうえで、流量調整をしながら隣接する原市沼川に放流

します。 

建設予定地は、現在は畑が広がっていますが、ごみ処理施設を建設

することで、地面が蓄えられる雨水が減ってしまうため、雨が降って

そのまま河川放流すると、大量の雨水が一気に河川に流れ込む恐れが

あります。そのため、敷地内で雨水を一定期間貯留し、河川の水かさ

が落ち着いたら少しずつ放流することで、周辺河川に影響を及ぼさな
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いように対策いたします。 

なお、あくまで自然に降ってきた雨水を河川に放流するものではあ

りますが、放流の際は水質汚濁防止法の基準値を遵守いたします。 

ごみ処理の過程で発生するプラント排水や、施設内のトイレなどか

ら発生する生活排水は、周辺水域には排水せず、下水道に接続するこ

ととしました。なお、下水道接続には下水道法の基準を遵守いたしま

す。 

騒音、振動、悪臭については、法令等の規制値を遵守することを最

低限の条件とし、施設配置の工夫などにより、さらに影響を低減でき

るような工夫を検討して参ります。 

最後に、法令等の規制はございませんが、粗大ごみや資源物の処理

工程で発生が懸念されることがある「ＶＯＣ」と呼ばれる揮発性有機

化合物を心配するお声があることを念頭に、施設内の負圧管理や吸気

口の適切配置など、飛散物質の漏洩防止についても検討して参りま

す。 

 

続いて、新施設の主要な機能を抜き出してご説明します。お手元資

料は、先ほどのひとつ下になります。 

エネルギー回収につきましては、ごみ焼却で発生した熱を利用して

発電を実施いたします。投入したエネルギー量にたいして、どのくら

いの発電を行えるかを意味するエネルギー回収率は、国交付金の要件

である１９％以上を達成することとします。 

また、ごみ処理施設内の電力は発電した電気で賄うこととし、余剰

が発生した場合は、売電することとします。なお、この余剰分の売電

収入は年間約 2.2億円を見込んでいます。 

防災や災害対応につきましては、大地震動後でも大きな補修をする

ことなく使用可能となるよう、国が定める耐震安全性の「Ⅱ類-A 類-

甲類」を達成することとします。なお、同じ等級が適用される施設と

して、石油や高圧ガス、火薬類の貯蔵施設があります。新施設は、そ

のような人命に大きな影響のある施設と同等の安全性を確保すること

としておりますので、災害時でも安全な施設とします。そのため、災

害時には、周辺住民の一時的な避難場所を提供することとしていま

す。 

環境学習機能につきましては、子どもだけでなく、大人にも、ごみ

減量や適切なごみ処理の必要性をご理解いただけるよう、幅広い年齢

層に向けた学習機能を検討して参ります。 

また、小学生等の団体見学にも対応できるよう、適切な広さの会議

室等を設置します。 

その他の機能とましては、建設予定地内に広場・公園機能を設け、

通常時には住民の皆様にご利用いただけるよう開放する予定です。な

お、この広場・公園は、災害時には災害廃棄物の仮置場として使用

し、災害現場からいち早く災害廃棄物を撤去できるよう、運営して参

ります。 

また、リユースの促進等も考慮し、施設に持ち込まれた粗大ごみの

うち、まだ使用できるものを市民・町民のみなさまに提供する機能を
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検討しています。 

ごみ焼却熱を利用した発電の電気を活用し、敷地内にＥＶ車充電設

備を設置することで、地域で生み出した電気を地域の方々に利用して

いただくことを検討しています。 

体育室や研修室の機能を設けることも検討しており、通常時には市

民・町民の皆様にご利用いただき、災害時には一時的な避難場所とし

て活用することを検討しています。 

 

つづいて、お手元資料を裏返していただき、右上に「うら」と書い

てある方をご覧ください。 

 

左上の配置図（案）についてご説明します。 

施設のメインの出入り口は南側の都市計画道路上尾伊奈線を予定し

ています。 

オレンジ色の矢印で示した上尾市車両は図の左側から向かってきて

左折入場、緑色の矢印で示した伊奈町車両は図の右側から向かってき

て右折入場となります。 

南側の出入り口から紫色で着色した部分は、受付までの待機動線で

す。待機動線は、車両渋滞を避けるために収集車と一般持込車を別々

の車線とする予定で、１車線あたり 150ｍ以上の長さを確保すること

としています。 

なお、新施設にやってくるごみ収集車の約 7 割は上尾市車両となり

ますので、交通への影響が比較的大きくなる上尾市車両につきまして

は、南側から入場したあと、そのまま敷地を北に進み、北側の県道さ

いたま菖蒲線から左折で出場することにより、スムーズな退場を図る

ようにする予定です。 

図の左の方、原市沼川に沿うように青色の点線で縦長に囲った場所

につきましては、原市沼川沿いの自然環境や将来の河川拡幅計画、ま

た、上空にある東京電力の電線に配慮し、建築物などを極力設置しな

いこととしております。 

また、敷地の北側と東側に緑色で着色した部分は有効活用スペース

としておりますが、これは先ほどご説明した広場・公園機能や災害廃

棄物仮置場を設置するスペースとなります。 

また、敷地周辺には複数の住宅がありますので、これらの住宅との

間の緩衝緑地としての機能も果たすことで、景観や、騒音、振動に配

慮することを検討しています。 

なお、この配置図（案）は現状での案となりますので、今後、建設

事業者が決定したあとの詳細な設計作業や、関係部局との調整のなか

で、修正する可能性もございます。 

 

次に、概算事業費ついてご説明します。お手元資料は先ほどのひと

つ下になります。 

令和７年にプラントメーカーから得た見積金額を参考に算出した建

設費の概算事業費は、総額で 598億円となりました。この 598億円の

財源構成は、国交付金が 165億円、地方債の起債が 365億円、一般財
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源が 68億円を想定しております。 

なお、建設費とは別に、稼働開始後の運営費は年間 17.8 億円を見

込んでおります。 

今年度、より経済的な施設整備や運営の仕様等を検討した内容等を

基に、プラントメーカーにヒアリングを行い、再度、事業費を算出し

ます。 

 

続いて、事業方式について説明します。 

近年、あらゆる分野において物価や人件費が高騰しており、新施設

の事業費についても高額化を余儀なくされています。そのため、設計

から建設、施設運営にいたるまでの期間を通し、民間事業者に一括発

注するＤＢＯ方式という事業方式を採用することで、公共によるコン

トロールも残しながら、民間ノウハウを最大限活用し、事業の効率

化、事業費の削減ができるよう取り組んで参ります。 

 

次に、現在検討している周辺道路の混雑緩和策について説明しま

す。資料右上をご覧ください。 

新施設稼動開始後は、ごみ収集車や一般持込車が集まることになる

ので周辺道路が更に混雑するのではないかといった懸念する声を多く

いただいているところです。 

ごみ収集車については、現在の施設の状況を調査したところ、車両

の分散化が図られていることを確認していますが、一般持込車につい

ては好きな時間帯に持ち込むことが可能であることから、特に祝日は

込み合っている状況となっています。そこで、一般持込車について

は、周辺道路混雑への影響を極力緩和できるよう車両の分散化を図る

ことが必要であると考えており、一般持込みの事前予約制や土曜日又

は日曜日のどちらか受付を行うといった手法を導入することが必要で

あると考えています。 

まずは、「一般持込みの事前予約制」についてです。事前予約制と

は、家庭ごみを施設に直接搬入する際、オンラインや電話などにより

事前に予約することです。 

メリットとしては、一般持込車の分散化を図ることができ、周辺道

路の混雑緩和や直接搬入の待ち時間の減少につながることや、計画的

にごみの搬入ができることがあります。 

デメリットとしては、祝日など特定の日に予約が集中してしまい、

希望する日の予約がとりづらくなることや、事前に予約する必要があ

ることがあります。 

しかし、特定の日に予約が集中し予約がとりづらくなることについ

ては、土曜日又は日曜日のどちらか受付を行うことにより解消できる

のではないかと考えています。 

つぎに、「一般持込みの土曜日又は日曜日の受付」についてです。 

メリットとしては、祝日など特定の日に集中していた一般持込車の

分散化を図ることができ、周辺道路の混雑緩和につながることやごみ

搬入日の選択肢が増えることがあります。 

デメリットとしては、土曜日又は日曜日に一般持込車が走行するこ
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とにより、周辺道路が混雑することが考えられます。しかし、先ほど

の「事前予約制」を導入することにより、搬入台数の上限を設定し、

車両の分散化を図ることができると考えています。 

組合としては、両方を一緒に導入することにより、お互いのデメ

リットを補いながら車両の分散化を図り、周辺道路混雑への影響を極

力緩和できるよう取組んでいきたいと考えております。 

 

最後に、稼働開始までのスケジュールについてご説明します。お手

元資料は先ほどのひとつ下になります。 

昨年度、新ごみ処理施設の基本的な諸条件について取りまとめた基

本計画を策定したところでありまして、今年度から約２年かけて、ご

み処理施設の整備・運営を行う事業者の選定作業を行います。 

来年度は、建設予定地の用地取得を行い、用地取得が完了しました

ら造成工事に着手します。 

造成工事が始まる時期には、建設予定地中央を南北に抜ける未舗装

の町道が通行できなくなります。 

施設整備運営事業者が決まりましたら、施設の詳細な設計作業、建

設工事といった流れで進み、試運転期間も含めて 5 年ほどの建設工事

期間を経て、令和 15年度稼働開始を目指しております。 

整備までには、各種法律上の手続きや、入札手続きに時間がかかる

だけでなく、近年の資材不足や人材不足、そして働き方改革による労

働時間の短縮などの影響により、工事期間がいままで以上に必要にな

る可能性が高くなっておりますが、令和 15 年度の稼働開始を滞りな

く迎えられるよう、鋭意取り組んでまいります。 

説明については以上となります。 

 

質疑応答 

 

次に質疑応答となります。 

係の者がマイクをお持ちしますので、ご質問、疑問点などございま

したら、恐れ入りますが挙手をお願いいたします。 

 

上尾伊奈線が整備されることで東部浄水場の交差点が渋滞するので

はないかと考えておりますが、その対策について教えてください。ま

た、その交差点と原市沼川はかなり高低差がありますが、上尾伊奈線

の整備される高さについて教えてください。 

また原市沼川につきましては、水路のような河川で付近は頻繁に浸

水しております。浸水対策について教えてください。 

 

東部浄水場の交差点につきましては、渋滞対策としまして上尾伊奈

線の整備に合わせて交差点改良を計画しており、その中で右折帯を整

備する予定となっております。上尾伊奈線の高さにつきましては昨年

度予備設計が完了し、今年度は詳細設計を実施しております。詳細設

計をまだ発注したばかりですので完了するまでは詳しいお話はできま

せんが、現時点でお話しできる範囲でご説明いたします。 
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高さにつきましては、上尾市の浄水場の高さ、原市沼川の将来の高

さ、新設されるごみ処理場の高さ、などいくつか設定する高さが決

まっており、それらの条件の中で設計しているところです。現況にお

いて原市沼川と県道さいたま菖蒲線の交差点の高低差は高いところで

約４メートルほどであり、河床までとなると約６メートルとなりま

す。そのため、構造物を計画するにあたり、道路の計画高は下げざる

を得ませんが、下げすぎても冠水してしまいますので、河川の将来的

な改修断面に影響のない範囲で計画しております。具体的には、上尾

市側の畑利用している場所につきましては約１．５～２メートル程度

現況よりは上がる見込みとなっております。 

農地内の砂利道（市道３０５８５号線）につきましては、分断され

ることがないよう、上尾伊奈線に取り付ける形で考えております。 

雨水排水につきましては、道路整備に併せて雨水貯留施設のような

ものを道路の南側に作ることを考えております。 

浸水対策につきましては、下流において調節池事業を埼玉県が行っ

ており、その進捗によってはだいぶ改善されるのではないかと考えて

おります。上尾市としましてもその上流の準用河川区間について河川

改修を行っていくことになりますが、最上流まではかなり延長がござ

いますので、かなりの期間を要するものとなります。そのため、今で

きることをやろうということで、県道上尾環状線に架かる「柳津橋」

から県道上尾蓮田線の「平塚橋」までの区間がある程度改修は終わっ

ておりますが、経年でかなり土砂が溜まっているためその掘削をして

スムーズな水の流れの確保に努めている状況でございます。 

 

近年の大雨が降った場合、さいたま菖蒲線と上尾伊奈線に囲まれる

地域は浸水します。ごみ処理施設が盛土して建てられると聞いてお

り、ごみ処理場は安全かもしれないが周囲は浸水するとなってはみん

なに喜ばれるいい施設とはならないと思います。伊奈町の柴中荻も高

くそこから水が流入しており、そういった地域特性を理解して親身に

なって考えてほしいです。先ほど河川の改修計画があるとのことでし

たが、具体的にはごみ処理場ができるまでにどこまで進むのでしょう

か。 

 

下流にて埼玉県が実施している原市沼調節池の事業が上流側の河川

改修に影響しておりまして、埼玉県の事業の完了年度が現時点では示

されておりません。そのため、河川改修のスケジュールにつきまし

て、現時点でお示しできるものはございません。 

 

順番が逆なのでは。河川改修はいつやるかわからないがとりあえず

ごみ処理施設は作りますというのでは回答になっていない。 

 

あくまでごみ処理施設ができたことによる河川への影響がないよう

に、調整池での一時貯留など対策を実施してまいります。 

 

常識的に考えてため池作ったって今の豪雨で間に合うわけがない。 
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もう少し広い・長い目で見てほしい。 

 

いずれにしても埼玉県とのからみがございますので、よく調整をと

りながら計画してまいります。とはいえ何もしないわけにはいきませ

んので、先ほどご説明しましたように上尾伊奈線の整備に合わせた貯

留施設の整備などできることをやっていきたいと考えております。 

 

施設が盛土で整備されると聞いているとのことでしたが、敷地内は

原市沼川側が昔の農地改良による盛土で高くなっており、間を通る砂

利道（町道第３０５８号線）が一番低く谷状の地形となっておりま

す。今回の計画では高くなっている農地改良部分を削り、低くなって

いる砂利道を盛土する予定であり、土の搬入搬出がないように周囲の

県道や町道第１０６号線に擦りつく計画となっております。 

 

町道に擦りつけるとのことですが、問題は上尾市側がかなり低いこ

とです。新しい道路の南側もやっぱり低くなりますし、この施設を

作ったから雨水の流れが変わって今より悪くなる可能性もある。 

今でも冠水して通行止めになる道路がたくさんあるので、旧道に合

わせて整備するとなれば新設される上尾伊奈線も通れなくなる。 

現状をしっかり認識してもらわないと住民には誤算が生じることに

なってしまいます。住民の視点に立ってしっかり設計してもらいたい

です。 

 

組合としましても今後上尾市の道路河川課と調整しながら進めてい

きたいと思います。 

 

農道はかなり低く、今でもぬかっています。正直、軽トラックじゃ

滑って通れません。しかしながら、農作業をするのにはここを使うし

かなく重要な道路です。 

施設からの水や道路との接続は心配ないとしても、その他を考えて

もらわないと少し離れたところは今以上にぬかるんでしまうのではな

いかと思います。そこも含めて計画してほしいです。 

 

先ほど上尾市の道路河川課から話がありましたとおり堆積している

土砂を掘り下げるなどできる範囲の対策を行っていくこととなります

ので、今後も調整していきたいと思います。 

 

施設の騒音振動の話はありましたが、道路整備における騒音振動の

対策はどう考えていますか。 

調整池はどのくらいの雨を想定しているのか教えてください。今を

想定しているか先々を想定しているか。 

有効活用スペースを設計する際に、決まってからこれでいきますと

いう説明ではなく、考えている段階から説明してください。近隣に住

んでいる人とみなさんの感覚は違います。法令に則っているからいい

ではなく寄り添って考えてほしいです。 
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配置図（案）で一番上に家のマークが書かれたあたりの少し下に敷

地に食い込む家が過去の説明にはあったと思いますが、境界線は変

わったのでしょうか。過去の説明では立ち退きがないように進められ

るようになったと聞きましたが、そこだけ特別扱いされるなら他も意

見を聞いてほしいと思います。 

 

道路整備の騒音振動については環境影響評価というものを現在行っ

ており、昨年度に調査を行いました。その結果につきましては今年の

５月に説明会を行い、説明をさせていただきましたが、大きく影響は

しないという予測となっております。 

調整池につきましては埼玉県の基準を元に算出しており、７，２２

０㎥を計画しております。 

有効活用スペースにつきましては、今後検討していく内容になりま

すが、災害時の廃棄物置場であることを念頭にこちらで案がある程度

できましたら地元にご説明させていただきたいと思います。 

境界の家につきましては以前まではその方の了解が得られていなま

かったため外していましたが了解を得られたことと、地元との協定の

中に町道第１０６号線の拡幅があり、そういった背景もあり今の形に

なったものです。 

 

７，２２０㎥と言われてもこちらはわかりません。事実、梅雨時期

や台風で大雨が降ったときは道路が通行止めとなっています。今の保

水量と同等なのか今よりよくなるのかを教えてください。 

施設ができることの影響がないことは当然で、それは我々にはプラ

スマイナスゼロ、もしくはできること自体がマイナス以下です。施設

ができることや調整池ができることで今より良くなってプラスにな

る。そういった説明がないことが我々の納得感につながっていないと

ころだと思います。 

騒音の件も、環境影響評価のことはわかりますが、今までなかった

道路ができて頻繁に一般の車やトラックが通るようになることに対し

て、単純な音や振動だけでなく近隣住民のことをどこまで考えて設計

してくれているかがプラスになると思います。それを聞いています。 

有効活用スペースについては災害時よりも通常時のことを考えてほ

しいです。作ってから揉め事になっているケースもあるので、近隣住

民のストレスにならないように決まる前に説明してほしいです。 

できれば境界の件についても決まる前に相談してほしいぐらいです

が、今後そういった機会があれば相談してほしいです。 

 

あくまで今回については新たなごみ処理施設ができることによる影

響を調査しているものですので、現状の問題を解決するような内容に

はなっていないというのが本音のところでございます。 

有効活用スペースにつきましては、今後の事業スケジュールとして

事業者の決定に今年度と来年度の２年かかります。正式に業者が決

まってから図面を作成していくこととなりますが、仮の図面ができま

したら地元の方の意見を聞きながら調整していく予定でございます。 
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有効活用スペースはいろんな形態があると思うので、市民が利用で

きるように公開することはいいことだと思いますが、広場があっても

使わないといったことも考えられるため、個人的には雑木林や森林を

作って散策できる場所の方がいいんじゃないかと考えています。そい

うったことも積極的に考えてほしいと思います。 

 

貴重なご意見ありがとうございます。 

有効活用スペースにつきましてはまだ決まっておりませんので、い

ただいたご意見を踏まえ今後検討してまいります。 

 

原市沼川が改修する予定とのことで浸水対策を考えることはよいこ

とだと思いますが、市境の自然が上尾市の魅力になっていると思いま

すので、改修をするのであれば多自然型など検討してほしいと思いま

す。 

 

同様に今後検討してまいります。 

 

調整池の水は原市沼川に排水することになると思いますが、現状の

１メートルちょっとの河川というよりは堀のような原市沼川で排水し

きれるのでしょうか。 

また、計画の地盤高によっては上尾市側の排水がますますとれなく

なり、いつまでも畑に入れなくなります。農道はわずか１．８メート

ルの道路で、上尾伊奈線との交差部分の整備も気になりますが、その

他についても上尾市は砂利もいれず、一切道路整備をしていません。 

農業振興地域になっているためしかたなく農業やっていますが、小

雨が降っただけで通れなくなり、水が溜まりやすく水はけが悪いで

す。私はトラクターで通っていますが本当に危ないです。施設が稼働

したらどんな整備になるのか。農業をやる方が少なくなっており、ど

んどん減っていく懸念があります。 

施設ができることは賛成ですが、将来的な計画を示して欲しいで

す。 

 

調整池についてはすぐに排水するのではなく、しばらく溜めて水位

が落ち着いたら少しずつ流し、河川には影響がないようにいたしま

す。 

道路に関しましても道路河川課と協議して検討してまいります。 

 

上尾伊奈線と交差する部分につきましては、詳細設計ができてきた

段階でご説明させていただく機会を設けたいと考えておりますので、

その時に詳しくご説明できればと思います。 

南北の全線についても地元の方とお話しさせていただきながら何が

できるか検討していきたいと思います。 

 

６．閉会 
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以上をもちまして、本日の説明会を閉会いたします。 

本日はお忙しい中、お集まりいただきありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  


